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本町の令和７年度一般会計歳入歳出決算を認定しました。
　　皆さんからお預かりした大切な税金が、どのように使われ、どんな結果につながったのか。
　　　　本特集では、議員が注目した事業トップ３について、皆さんの声をお聞きしてきました。
　　　　　　町の今を知り、これからを考えるきっかけにしてみませんか。

令和７年度 一般会計歳出決算

100億円
給食費全額補助事業 ※関連記事 P.11

学校ＩＣＴ環境整備事業

ふるさと応援寄附金

子育て育児用品購入費助成事業

ファミリー・サポート・センター事業 ※関連記事 P.４
ほかにも      こ

んな事業に注目が集まりました

億

PICK UP!

学校ＩＣＴ環境の整備充実を図る事業です。
（「ＩＣＴ」とは情報処理および通信技術の総称を指します。）

給食費を全額補助する事業です。

多くの寄附により、様々な事業
施策が展開されています。

０～２歳児の子育てにかかる保護者の経済的負担を軽減し、子育てしやすい環境づくりを推進
するため、育児用品の購入に要した費用の全部または一部を助成する事業です。

子どもの送迎や預かりなど、子育て
の「支援を受けたい方」と「援助が
できる方」を組織化し、地域の中で
子育てを支え合う援助活動（有償）
を行う事業です。

髙
た か

橋
は し

 五
さ

月
つ き

さん（福島12区）

すてきな事業ですね。すてきな事業ですね。
周りの子育て世代の方々からも周りの子育て世代の方々からも
「とても助かっている」という「とても助かっている」という
声を多く聞いています。声を多く聞いています。
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本町の令和７年度一般会計歳入歳出決算を認定しました。
　　皆さんからお預かりした大切な税金が、どのように使われ、どんな結果につながったのか。
　　　　本特集では、議員が注目した事業トップ３について、皆さんの声をお聞きしてきました。
　　　　　　町の今を知り、これからを考えるきっかけにしてみませんか。

令和７年度 一般会計歳出決算

100億円
給食費全額補助事業 ※関連記事 P.11

学校ＩＣＴ環境整備事業

ふるさと応援寄附金

子育て育児用品購入費助成事業

ファミリー・サポート・センター事業 ※関連記事 P.４
ほかにも      こ

んな事業に注目が集まりました

億

PICK UP!

学校ＩＣＴ環境の整備充実を図る事業です。
（「ＩＣＴ」とは情報処理および通信技術の総称を指します。）

給食費を全額補助する事業です。

多くの寄附により、様々な事業
施策が展開されています。

０～２歳児の子育てにかかる保護者の経済的負担を軽減し、子育てしやすい環境づくりを推進
するため、育児用品の購入に要した費用の全部または一部を助成する事業です。

子どもの送迎や預かりなど、子育て
の「支援を受けたい方」と「援助が
できる方」を組織化し、地域の中で
子育てを支え合う援助活動（有償）
を行う事業です。

齋
さ い

藤
と う

 佑
た す

玖
く

さん　理
り

恵
え

さん
（栃木県 真岡市）

中
な か

村
む ら

 心
み

桜
お

莉
り

さん　綾
あ や

香
か

さん　翔
と

和
わ

さん
（太田市）

金
か ね

田
た

 達
た つ

也
や

さん　虹
に

空
こ

さん
（明和町）

カウイン タワソニパーさん
（愛知県）

千
ち

葉
ば

 健
け ん

太
た

郎
ろ う

さん
（邑楽町）

駒
こ ま

谷
や

 政
ま さ

之
ゆ き

さん
（舞木16区）

福島県の友人と初めて来ました。福島県の友人と初めて来ました。
素敵な施設があって羨ましいです。素敵な施設があって羨ましいです。

第一三共なかさと公園で遊んだあと、第一三共なかさと公園で遊んだあと、
赤岩渡船で新千代田丸に乗船しました。赤岩渡船で新千代田丸に乗船しました。
そして赤岩ベースで、カレーとクレープ。そして赤岩ベースで、カレーとクレープ。
千代田町を満喫してます。千代田町を満喫してます。

明和町とともに良くなっていけたら明和町とともに良くなっていけたら
素晴らしいと思います。素晴らしいと思います。

パンケーキのお店、楽しみです。パンケーキのお店、楽しみです。
世界の食材が買えるお店も欲しいです。世界の食材が買えるお店も欲しいです。

オープン初日から使ってます！オープン初日から使ってます！
無料で利用できるのが無料で利用できるのが
すごいと思います。すごいと思います。

子どもたちが自由に使える施設、子どもたちが自由に使える施設、
とてもいいですね。とてもいいですね。

関
せき

根
ね

 清
せ い

哉
や

さん　スパッタラーさん
（舞木16区）
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新規事業を含め過去最大決算額新規事業を含め過去最大決算額

100100億円億円をを
認定 !認定 !

～町の未来と町民の生活向上に貢献～
一般会計歳出決算

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利

用
対
象
者
を
高
校
生
ま
で

に
拡
大
し
た
が
、実
績
は
。

答
現
時
点
で
は
、
高
校

生
の
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
７
年
度
は
、
中
学
生

の
利
用
が
大
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
。

問
乗
用
草
刈
り
機
１
台

を
追
加
購
入
し
た
が
、
稼

働
実
績
は
。

答
商
業
用
地
と
、
ふ
れ

あ
い
タ
ウ
ン
萱
野
地
内
の

除
草
作
業
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

通
常
は
１
か
月
に
２
回
、

繁
茂
期
は
１
〜
２
週
間
に

１
回
、
職
員
が
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問

教
員
の
研
修
等
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
常
時
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
教
職
員
は
機
会
を
捉

え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
だ
け

で
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
法
に
つ
い
て
も
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
ア

プ
リ
だ
け
で
は
な
く
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
授
業
に
ど
う
落

と
し
込
む
の
か
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。

審査年月日：令和８年９月８日、９日
審 査 会 場：全員協議会室
委 員 構 成：議員10名
　　　　　　委 員 長　金子　浩二
　　　　　　副委員長　橋本　博之

主

な

質

疑

令和７年度決算審査特別委員会

問
ち
よ
ガ
チ
ャ
の
今
後

は
。

答
本
町
の「
ち
よ
ガ
チ
ャ
」

は
町
の
Ｐ
Ｒ
と
い
う
当
初

の
目
的
を
達
成
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度

に
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
銘
打
っ

て
販
売
し
、
終
了
す
る
予

定
で
す
。

ち
よ
ガ
チ
ャ

目
的
達
成
し
終
了
へ

中
学
生
の
利
用
が

大
多
数

乗
用
草
刈
り
機

２
台
で
除
草
作
業

課
題
と
さ
れ
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
法

星
ほし

 美
み

麗
れい

さん　乃
の

愛
あ

さん（上中森17区）

活躍している乗用草刈り機

活用されているタブレット

詳しくはこちら

ちよガチャがなくなると寂
しいので、新しい企画を期
待しています
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令和７年度決算に関しては

広報ちよだ10月号もご覧ください

さらに詳しく

問

東
西
こ
ど
も
園
で
、

４
名
の
人
材
派
遣
の
方
と

契
約
し
て
い
る
が
、担
任

業
務
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

人
材
派
遣
の
方
は
、

各
ク
ラ
ス
の
保
育
補
助
と

し
て
契
約
し
て
い
ま
す
。

担
任
業
務
は
、
正
職
員
と

会
計
年
度
任
用
職
員
が

行
っ
て
い
ま
す
。

問
不
法
投
棄
防
止
巡
視

事
業
の
消
耗
品
費
と
は
、

具
体
的
に
何
か
。

答
不
法
投
棄
な
ど
の
ご

み
類
に
貼
る
警
告
シ
ー
ル

と
、不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
看
板
等
の
購
入
費
用
で

す
。

問
中
学
校
施
設
改
修
工

事
で
、
大
幅
に
増
額
し
た

理
由
は
。

答
小
中
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
、児

童・
生
徒
の
活
動
や
授
業

で
大
い
に
活
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、武
道
館
に
も
必

要
と
判
断
し
設
置
し
た
こ

と
が
増
額
の
要
因
で
す
。

担
任
業
務
は
職
員

新
シ
ー
ル
と
看
板
で

不
法
投
棄
を
防
止

問
学
校
給
食
の
地
場
産

野
菜
使
用
率
は
、
令
和
６

年
度
12
．35
％
だ
っ
た
が
、

令
和
７
年
度
は
。

答
令
和
７
年
度
の
使
用

率
は
４
．74
％
で
す
。令
和

６
年
度
と
比
べ
る
と
減
少

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

地
場
産
野
菜
を
増
や
し
て

い
け
る
よ
う
に
検
討
し
ま

す
。

給
食
に
地
場
産
野
菜
を

問
ふ
れ
あ
い
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
で
の
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
は
。

答
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ

主
催
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
一
度
、

小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
徐
々
に

展
開
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の

イ
ベ
ン
ト
に
期
待

問

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

利
用
児
童
が
多
い
夏
休
み

の
時
期
に
、
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
る
の
か
。

答
利
用
児
童
が
通
常
の

２
倍
ほ
ど
に
な
る
こ
と
か

ら
、
小
学
校
の
教
室
や
陽

だ
ま
り
交
流
館
等
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
児
童

館
等
の
職
員
に
加
え
、
臨

時
的
に
パ
ー
ト
職
員
を
配

置
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
利
用
は

通
常
の
２
倍

武
道
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置

にぎわう「ふれあいスケートパーク」

夏休み期間中、学童クラブで利用される陽だまり交流館

尾
お

形
がた

 大
だい

助
すけ

さん（木崎９区）

快適になった武道館

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

品質の良い野菜を作っていま
すので食べてもらいたいです
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主
な
質
疑

問
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
で
、
正
当
な
理
由
が
な
け

れ
ば
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
と
あ

る
が
、
利
用
で
き
な
い
こ
と
は

あ
る
の
か
。

答
保
育
士
の
人
員
が
足
り
な

い
な
ど
、受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ

て
い
な
い
時
な
ど
で
す
。
本
町

は
一
時
預
か
り
の
部
屋
を
用
意

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
避
難
所
機
能
の
改
善
に
よ

る
物
品
購
入
で
発
電
機
が
入
っ

て
い
な
い
が
。

答
今
回
は
蓄
電
池
の
購
入
で

し
た
が
、
使
い
分
け
で
両
方
揃

え
ま
す
。

預
か
り
保
育
が
充
実

避
難
所
を
過
ご
し
や
す
く

審議議案と議員の賛否（第３回臨時会）
議案番号 議　　案　　名 内　　　容 議決結果

承認

承認第８号 ◇令和８年度千代田町一般会計補正予算（第３
号）

重点支援地方交付金事業として防犯カメラを設置するための財源補正や、青色回転灯
等装備車両購入に係る事業費など、合計で477万９千円を追加し、予算の総額を89
億2120万４千円とするもの。

承認

承認第９号 ◇令和８年度千代田町一般会計補正予算（第４
号）

既定の歳入歳出予算の増減はなく、道路舗装補修等工事に係る1720万円の予算の組
み替えを行うもの。 承認

工事請負契約の締結

議案第25号 ◇工事請負契約の締結 町道1-401号線舗装補修工事の工事請負契約の締結に関して、規定により議会の議決
を求めるもの。 可決

議案第26号 ◇工事請負契約の締結 町道27号線舗装補修工事の工事請負契約の締結に関して、規定により議会の議決を
求めるもの。 可決

議案番号 畑中弘司 茂木琴絵 金子浩二 橋本博之 原口　剛 大澤成樹 橋本和之 大谷純一 森　雅哉 柿沼 己 酒巻広明
承認第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
承認第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第25号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第26号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）

令和８年
９月定例会
９３ ９11（９日間）

　令和８年第３回定例会では、条例
の制定や改正、令和８年度一般会計
補正予算、令和７年度歳入歳出決算
の認定等が上程されました。決算認
定については、決算審査特別委員会
において慎重に審査を行いました。

本　会　議
３日　一般質問
４日・11日　議案審議他

常任委員会
７日　総務産業・文教民生
決算審査（特別委員会）

８日・９日

　令和８年第３回
臨時会では、令和
８年度一般会計補
正予算等が上程さ
れました。

令和８年
第３回
臨時会
８20

問
都
市
計
画
道
路 

赤
岩
新
福
寺
線
の
舗

装
劣
化
に
よ
り
、
騒
音
や
振
動
が
発
生
し
て

い
る
。
当
時
の
設
計
は
適
正
だ
っ
た
の
か
。

答
区
画
整
理
設
計
図
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
入
っ
て
お
り
、適
正
で
す
。

問
工
事
場
所
に
よ
り
路
盤
構
成
が
違
う
が
、

合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
の
か
。

答
住
宅
地
の
工
事
の
た
め
、表
層
と
基
層
に

長
寿
命
化
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
用
し
て
、長
期

間
の
舗
装
健
全
化
を
図
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

住
民
生
活
の
改
善
へ

左から川
か わ

田
た

 美
み

由
ゆ

紀
き

さん・眞
ま な

士
と

さん（赤岩２区）
久

く

保
ぼ

田
た

 聖
せ

七
な

さん・美
み

月
づ き

さん（赤岩２区）

久
く

保
ぼ

田
た

 和
か ず

樹
き

さん（赤岩３区）
衣

い

音
と

さん・和
の

愛
あ

さん

騒音が気になっていた
ので嬉しいです。

使いやすくなって
よかったです。
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審議議案と議員の賛否（第３回定例会）
議案番号 議　　案　　名 内　　　容 議決結果

条例制定

議案第27号 ◇千代田町特定乳児等通園支援事業の運営に関
する基準を定める条例の制定

こども誰でも通園制度に対応した給付事業が、全ての自治体で開始されたことから、
国の定める特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準に従い、新たに条例を定める
もの。

可決

条例改正

議案第28号 ◇千代田町税条例の一部を改正する条例

地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令及び地
方税法施行規則の一部を改正する省令が、令和８年３月31日に公布され、同年４月１
日から段階的に施行されることに伴い、町税条例の改正を行う必要が生じたため、所
要の改正を行うもの。

可決

議案第29号 ◇千代田町公共下水道条例の一部を改正する条
例

下水道法施行令の一部が改正されたこと及び国が定める技術的助言である「標準下
水道条例」が改正されたことなどに伴い、町条例においても改正を行うもの。 可決

補正予算

議案第30号 ◇令和８年度千代田町一般会計補正予算（第５
号）

人事異動に伴う人件費の整理、役場駐車場整備事業費、西こども園運営事業費、コミュ
ニティプラント管理運営事業費、有害鳥獣捕獲事業費、ISO認証取得支援事業補助金、
道路新設改良整備事業費、町民プラザ施設管理事業費など、合計で７億5448万９千
円を追加し、予算の総額を96億7569万３千円とするもの。

可決

議案第31号 ◇令和８年度千代田町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

基金積立金、諸支出金など、合計で2582万円を追加し、予算の総額を11億5948
万４千円とするもの。 可決

議案第32号 ◇令和８年度千代田町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

諸支出金など、合計で46万４千円を減額し、予算の総額を２億3371万８千円とする
もの。 可決

議案第33号 ◇令和８年度千代田町介護保険特別会計補正予
算（第１号）

職員人件費、基金積立金、諸支出金、重層的支援体制整備事業など、合計で1815
万６千円を追加し、予算の総額を11億3448万６千円とするもの。 可決

議案第35号 ◇令和８年度千代田町一般会計補正予算（第６
号）

企業版ふるさと納税による「住宅の物納寄附」があり、物納される住宅建築用の用地
購入費として1330万円を追加し、予算の総額を96億8899万３千円とするもの。 可決

契約締結

議案第34号 ◇物品売買契約の締結について 避難所機能改善物品等購入事業の物品売買契約の締結に関して、規定により議会の議
決を求めるもの。 可決

議案第36号 ◇工事請負契約の締結 ふれあいタウンちよだ内、「多目的広場整備工事」の工事請負契約の締結に関して、規
定により議会の議決を求めるもの。 可決

人事

同意第15号 ◇千代田町教育委員会の委員の任命につき同意
を求めることについて 再任：都筑英和氏（太田市）任期４年 同意

認定

認定第１号 ◇令和７年度千代田町一般会計歳入歳出決算の
認定

歳入総額　114億1562万6713円
歳出総額　100億2517万2211円 認定

認定第２号 ◇令和７年度千代田町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定

歳入総額　11億3236万9692円
歳出総額　11億1166万  151円 認定

認定第３号 ◇令和７年度千代田町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定

歳入総額　2億792万5438円
歳出総額　2億538万9060円 認定

認定第４号 ◇令和７年度千代田町介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定

歳入総額　10億7048万    38円
歳出総額　10億4609万9741円 認定

認定第５号 ◇令和７年度千代田町公共下水道事業会計剰余
金の処分及び決算の認定

事業収益　　2億2392万9389円（税込）
事業費用　　1億9153万4915円（税込）
資本的収入　1億2289万9000円（税込）
資本的支出　1億9485万1012円（税込）
当年度純利益     2916万8467円

認定

議案番号 畑中弘司 茂木琴絵 金子浩二 橋本博之 原口　剛 大澤成樹 橋本和之 大谷純一 森　雅哉 柿沼 己 酒巻広明
議案第27号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第28号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第29号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第30号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第31号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第32号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第33号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第34号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
議案第35号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第36号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
同意第15号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ －
認定第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
認定第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
認定第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
認定第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
認定第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）
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４議員が登壇４議員が登壇

原
は ら

口
ぐ ち

　剛
たけし

 議員	 P.10

①農業の担い手不足対策について

橋
は し

本
も と

　和
か ず

之
ゆ き

 議員	 P.９

①小中一貫校と英語教育について

大
お お

谷
や

　純
じゅん

一
い ち

 議員	 P.10

①�町職員の安定的な確保と労働環境につ
いて

金
か ね

子
こ

　浩
こ う

二
じ

 議員	 P.９

①�地域の活性化について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは、議員１人の持ち時間が決められた中で（本町は答弁も含め40分以内）、
町長や町行政機関の長に対し、町の施策や考え、報告、説明等を求め、または、質疑を
することです。ここでは、各議員１項目についてダイジェスト版でお知らせします。

Webで議会を見よう！
会議録にて全文を見ることができます。
注）公開までには一定の期間を要します。

SDGs（エスディージーズ）とは、地球で暮らし続けていくために達成すべき17の目標
本町では、第六次総合計画にこれらの考えを取り込みながら、SDGsの達成に貢献できるよう取り組んでいます。
本町議会でも、これらを取り入れ、各議員の一般質問に関連するロゴを掲載しています。
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問　
小
中
一
貫
校
完
成
後
の
英

語
教
育
の
目
標
や
目
的
、
考
え

方
、
取
り
組
み
方
針
は
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
国
籍
や
性
別

な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な

人
と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
英
語
は
世
界
を
つ

な
ぐ
、
未
来
を
つ
な
ぐ
ス
キ
ル

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
校
舎
が
一
つ
に
な
る
こ
と

で
、
担
当
教
諭
間
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
な

ど
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
が
可

能
で
あ
る
。
指
導
力
向
上
に
よ

る
質
の
高
い
授
業
が
で
き
る
と

思
う
が
考
え
は
。

教
育
長　
指
導
主
事
の
専
門
が

英
語
な
の
で
、
学
校
に
出
向
き

一
緒
に
研
修
を
行
う
ほ
か
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
質
の
向
上
を
図
る
研
修

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
を
生
か
す
施
策
の

考
え
は
。

教
育
長　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派
遣
会
社

と
勤
務
時
間
を
調
整
し
て
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
へ
の
対
応
や

年
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
も

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

橋本 和之 議員 HASHIMOTO KAZUYUKI

ALTの充実を生かすには
【 教育長 】�勤務時間を調整し、協力してもらっています

問　
地
域
商
社
の
設
立
目
的
と

事
業
の
方
向
性
は
。

町
長　
地
場
産
品
の
開
発
・
販

路
拡
大
を
担
う
地
域
商
社
機
能

と
、
官
民
連
携
に
よ
る
町
づ
く

り
機
能
を
一
体
化
し
ま
す
。
収

益
を
官
民
連
携
機
能
の
財
源
と

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
持
続
的
な
地
域

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

問　
運
営
体
制
と
持
続
可
能
な

経
営
は
。

町
長　
設
立
当
初
は
行
政
主
導

で
運
営
し
、
将
来
的
に
は
民
間

主
導
へ
移
行
し
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
や
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
の

ｅ※

コ
マ
ー
ス
に
よ
る
収
益
事
業

を
確
立
し
、
自
主
財
源
と
業
務

受
託
収
入
に
よ
る
自
立
経
営
を

目
指
し
ま
す
。

問　
関
係
人
口
の
創
出
と
情
報

発
信
は
。

総
合
政
策
課
長

　
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に

よ
り
、
シ
ェ
ア
フ
ル
株
式
会
社

と
連
携
し
、
関
係
人
口
を
創
出

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
自
虐
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
＃
じ
ゃ
な

い
方
の
千
代
田
」な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
を
活
用
し
た
、
独
自
の

魅
力
発
信
を
展
開
し
て
、
将
来

的
な
移
住
定
住
に
つ
な
げ
ま

す
。

金子 浩二 議員 KANEKO KOJI

地域商社で地域の活性化を
【 町長 】�地域の経済が好循環を生みだし、さらなる活性化に

努めます

※
ｅ
コ
マ
ー
ス
と
は

ｅ
コ
マ
ー
ス（
Ｅ
Ｃ
）と
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
売
買
す
る
こ
と
で
す
。

イベントでも活躍するALT

つぶやき

地域の魅力をつなぐ、地域商社の仕組み詳しくはこちら

つぶや
き

小中一貫校では一つになるメリット
を最大限に生かしてもらいたい。

地域の資源を掘り起こし、磨き
上げることが課題になります。
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問　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
に
向
け
た
今
後
の
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長　
県
、
町
農
業

委
員
会
、
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
等
と

連
携
し
、
農
地
情
報
の
提
供
や

農
業
経
営
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
既
存
農
家
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
検
討
し
ま
す
。ま
た
、

国
・
県
等
の
制
度
を
活
用
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問　
経
営
規
模
を
持
続
的
に
維

持
す
る
た
め
、
今
後
の
人
材
確

保
策
は
。

産
業
振
興
課
長　
生
産
性
を
高

め
る
農
地
の
集
約
、
省
力
化
・

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
と
、
新

た
な
担
い
手
や
雇
用
人
材
の
確

保
を
一
体
的
に
進
め
、
持
続
可

能
な
農
業
経
営
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

問　
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
へ
の
補
助
を
拡

充
す
る
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　
省
力
化
・
効

率
化
に
向
け
、
国
・
県
の
制
度

の
活
用
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

町
機
械
購
入
費
補
助
金
に
よ
る

支
援
も
継
続
し
ま
す
。

地域手当を導入する考えは
【 町長 】慎重な議論が必要です

原 口 　 剛 議員 HARAGUCHI TAKESHI

大谷 純一 議員 OYA JUNICHI

問　
新
卒
採
用
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
人
材
確
保
を

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
令
和
６
年
度
よ
り

町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
か
ら

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
面
接
を
重
視
す
る
と
と
も

に
、
試
験
日
程
に
も
配
慮
し
、

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

問　
地
域
手
当
を
導
入
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

町
長　
以
前
は
国
の
基
準
を
上

回
る
地
域
手
当
を
支
給
す
る
自

治
体
に
対
し
て
、
財
政
に
余
裕

が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
超
過
分

に
相
当
す
る
特
別
交
付
税
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
独
自

の
地
域
手
当
の
設
定
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
仮
に
太
田
市
と

同
率
の
４
％
の
地
域
手
当
を
支

給
し
た
場
合
、
約
１
，
７
０
０

万
円
の
人
件
費
増
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
導
入
に
は
慎
重
な
議

論
が
必
要
で
す
。

問　
職
員
の
離
職
数
は
。

町
長　

令
和
５
年
度
は
５
名
、

６
年
度
は
７
名
、
７
年
度
は
４

名
で
す
。

スマート農業機械導入補助は
【 産業振興課長 】�制度の活用と、町補助金支援を継続します

ドローンによる農薬散布

つぶや
き

つぶやき

令和８年度近隣自治体  地域手当
４％ 足利市　佐野市
４％ 熊谷市
４％ 前橋市　高崎市　太田市
６％ 行田市　羽生市
地域手当とは勤務する地域の物価、生活費
などを考慮し生活環境の公平性を図るため
の手当で基本給に上乗せされます。
群馬県内35市町村のうち導入しているの
は前橋市・高崎市・太田市のみです。
「令和８年10月１日現在」「本人調べ」

職員採用において近隣自治体に負け
ない給与体系にしないと人材確保が
大変。

基幹産業である農業は、従事者の高齢
化が顕著で担い手の確保施策に期待。
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あの要望書はどうなった？追 跡
調 査

「少子化対策として給食費を無償化すること」
※令和６年10月16日に町長へ提出　千代田町議会だより「大河」168号P.17掲載

こども園、小学校、中学校
の給食費が令和７年度から
少子化対策として無償化に
なりました。

要望内容

毎年常任委員会から町長へ、要望書を提出しています。
ここでは、実施に至ったものを紹介します。

髙
たか

橋
はし

 直
なお

輝
き

さん（福島12区）
　　 彩

あや

香
か

さん
　　 叶

と

羽
わ

さん
　　 羽

は

那
な

さん
　　 羽

う

瑠
る

さん

実施内容

▪令和８年10月８日　▪栃木県野
の

木
ぎ

町
まち

議会　議会運営委員会

町民の声を議会へ生かす視 察
受 入

　町民や団体との意見交換会の運営方法、参加者を増や
す工夫、意見の反映、中学生との出前議会について報告
しました。また、議会だより「大河」の編集で重視する
点や体制、ハラスメント防止条例の制定経緯を報告し、
意見交換を行いました。

⃝�意見交換会、議会だより「大河」、
ハラスメント防止条例について

お礼の言葉
栃木県野木町議会　議会運営委員会　委員長　針

はり

谷
がや

　武
たけ

夫
お

 様
　「町民との意見交換会」や中学生との「出前議会」の具体的な実施内容等について、詳しく説明をいた
だき、今後の野木町議会の意見交換会開催に向けて、早速参考にさせていただきたいと思いました。
　また、議会だより編集についても詳細にご教示いただきました。編集要領に基づいた編集が行われている
ことなど参考になることばかりで、野木町議会だよりの編集に活かしていきたいと思います。
　千代田町議会の熱意に触れ、非常に感銘を受けました。ありがとうございました。

協議内容

野木町議会
HP

給食費無償化は、子育て
世帯の負担軽減になってう
れしいです。給食の質は落
とさずに継続してほしいで
す。
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質疑

報告

質疑

意見
交換

国への要望を含め
対応しています

人的な不注意が
原因です

新たな制度が
始まります

利根川の管理は火災多発の原因は

議　員　行政区の統合の前に、衰退した地域の
諸団体を統合し再編すべきでは。

執行部　役職になりたくないなどの理由で隣組
の加入率が年々低下しており、職務の
負担軽減について考えていきます。

議　員　高齢化が進む中、有事の際には地域の
つながりが大切ではないか。

執行部　行政区の統合は地域同士の相談から進
めていくことで、将来の行政区を支え
られると考えます。

議　員　ヤードなど敷地内の見回りは。
執行部　消防署も定期的に巡回をしているとこ

ろです。現在、ヤード等の利用に関す
る対策を検討しています。

議　員　浚
しゅん

渫
せ つ※などは。

執行部　近年の異常気象により国の河川整備計
画が変更され、浚

しゅん

渫
せ つ

の必要性について
見直しが図られました。引き続き要望
活動をしていきます。

今後の町づくり今後の町づくり
とはとは

総務産業常任委員会 総務課・総合政策課・産業振興課・建設下水道課・都市整備課

委員会では、町内で発生した火災と交通事故等
の発生状況や対策と、近年の気候変動に伴う利
根川の管理について報告を受けました。また

「行政区の将来像について」意見交換をしまし
た。

行政区の将来像は

地域の変化を考慮し
対応します

今後のふるさと納税は

議　員　どんな部分に影響があるのか。
執行部　送料や宣伝広告など必要な経費がかか

るので、同額寄附金で例えると返礼品
の量を減らすか、金額を上げる必要が
あります。

千代田消防団 団長
鈴
すず

木
き

 唯
ただ

夫
お

さん（赤岩３区）

柴
しば

﨑
さき

 康
こう

平
へい

さん（赤岩３区）

現在一部の行政区では、役員のなり手
不足や隣組の会員減少など、行政区の
運営が困難になっており、統合などを
含め、将来を見据えた検討が大切です。

総務省の制度改正により、募集費用が４年をかけ
て50％から40％に引き下げられます。現状と同じ
歳入を求めると返礼品等の工夫が必要です。

川底が浅く繁茂する水草

※浚
しゅん

渫
せつ

とは
川底にたまった土砂
を取り除くことです。

地域の話し合いが大切

今回報告された13件に及ぶ火災の原因では、枯草
や麦わらの延焼や、ヤード内での火災など、人的
な不注意が引き起こした火災が多いと報告があり
ました。

不安定な天候が続き利根川の水位上昇や、浮遊物
がみられるなど、日頃から管理体制を整えていく
ことが大切です。

火の取り扱いには
注意してください。

全国に笑顔を届け
ます。
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　利根川や史跡、自然、キャンプ場などの地域資源を生か
した誘客と情報発信が課題である。民間と連携し、観光資
源の発掘と観光事業の拡大・定着を進める必要がある。

今後の取り組み

今後の取り組み

先進地の取り組み

　地域商社と分野別組織を整備し、利根川の自然、キャ
ンプ場、農業などの地域資源を磨き上げる必要がありま
す。体験型観光や新たな観光拠点を創出し、民間・メディ
アと連携した情報発信により誘客と経済効果を高め、稼
げる町づくりと財源確保につなげることが重要です。

　現在進めている移住・定住対策に加え、空き
家などの地域資源を有効活用し、移住者が地域
に親しみ生活を楽しめるワーキングホリデーな
どを取り入れることで、地域活性化と移住・定
住を一体的に進め、本町の魅力をさらに高める
ことが重要だと感じました。

　星空や花桃を観光資源として磨き上
げ、観光局や地域商社を中心に誘客を
進めていた。さらに、農業・林業・温泉
などの地域産業と連携し、交流・関係
人口の拡大や雇用創出につなげていた。

　お試し移住や、移住体験などを受け入れるた
め、頻繁な情報発信を行っていた。また過疎地
域には補助金を活用するなど、移住定住に向け
た事業が活発であった。

観光・農業・産業を結び、地域資源を活用した地域活性化を学ぶ

移住定住政策について学ぶ

▪令和８年７月22日　　▪長野県阿
あ

智
ち

村
むら

▪令和８年７月23日　　▪長野県伊
い

那
な

市

観光振興・交流・関係人口創出へ

将来を想像したまちづくりを

本町の課題

視 察
研 修

　人口減少対策は重要な課題である。本町でも
年々増加傾向にある空き家を含め、人口減少を
抑えていくため、新たな政策が必要である。

本町の課題 先進地の取り組み

阿智村
HP

日本一の
星空ツアー

地域の力をつなぐ、阿智村の地域活性化

田舎暮らしモデルハウス（伊那市HPより）

伊那市
HP

詳しくは
こちら
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意見
交換

質疑 報告日々の授業の見直しに
役立てます

健康教室などの開催はちよだスマイルポイントカードは

全国学力・学習状況調査の結果は コスメ・ニスト千代田町プラザの活用は

本町では、ALTの配置やタブレットの整備など、子ど
もたちの学びを支える教育環境が充実しています。

議　員　食生活の改善などを呼びかけては。
執行部　健康教室等については、毎年開催して

いますが、参加者が伸び悩んでいます。
ただ、「ちよだ へらしお教室」は人気で
した。これからもいろいろな教室を企
画し、周知活動をしていきます。

議　員　平日だけでなく、土曜日などに開催す
るのも良いと思う。

議　員　事業の詳細とカードをもっとアピール
しては。

執行部　新しく見やすいチラシを作成しました。
議　員　スタンプ押印の場所を多くしてはどうか。
執行部　内容等を関連する課局と確認し、利用し

やすいように改良へ向けて検討します。

議　員　本町では英語教育に力を入れているが、
学力向上は見られたか。

執行部　今年度は英語の調査を実施しましたが、
昨年度は未実施のため、比較ができま
せん。ALTとのやり取りで、英語を話
す力や聞く力が育成されています。

工夫をこらして、
企画しています

より多くの方に活用
してほしいです

さまざまな行事が
予定されています

文教民生常任委員会 税務会計課・住民生活課・保健福祉課・教育委員会

委員会では、各課局より基金積立金、健康・環
境に関わる催事や、全国学力・学習状況調査結
果等の報告を受けました。また「健康について」
と題して意見交換を行い、セルフメディケー
ション税制の説明や各種健康教室の参加促進の
取り組みについて、協議しました。

健康は、すべての健康は、すべての
みなもとですみなもとです

今までもさまざまな催しが開催されて
いましたが、これからも文化祭をはじめ、
コンサートや参加型の音楽会などが多
数予定されています。

ちよだスマイルポイント事業では、
各種健康診査や検診、教室や施設
利用などでポイントを貯めることに
よって、商品券との交換を行ってい
ます。月

つき

岡
おか

 任
たか

子
こ

さん
（舞木14区）

活用してます。利点があるので、
たくさんの人に使ってほしいです

詳しくは
こちら

詳しくはこちら
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▪令和８年７月30日　　▪東京都立 立川国際中等教育学校

より良い学びの場を創造するために視 察
研 修

ラーニングコモンズの現状と、本町の今後の取り組みについて学ぶ

　小中一貫校の開校にあたり、「学び」だ
けではない多面的な場を作る必要がある。
また、施設整備だけでなく、運用方法も
含めて考えていかなくてはならない。

今後の取り組み

先進地の取り組み

　施設整備においては、ハード面の構築だけでなく、
児童・生徒が主体的に学び合い、異学年と自然に交流
できる運用設計が、学識や人間性を高める学習空間に
なりえます。また、施設デザインや運用については、
本町の特色や地域性を生かした仕掛けがあればと考え
ます。

　生徒を主体に学習環境として学校図書館を整備して
いた。また、対話的に学ぶことや個別最適に学ぶこと、
協働的に学ぶことを実現するための学習空間として設
計されていたことが確認できた。

本町の課題

　ごみのリサイクルをより一層推進してい
くには、今後どのような取り組みがなされ
るべきか。また、ごみステーションの問題
点を把握し、改善をしていく必要がある。

今後の取り組み

先進地の取り組み

　本町には２か所のecoパークがあり、資源ごみの
回収は微増してはいるものの、生ごみのリサイクル
率は低いままです。各種生ごみ処理機等の補助金制
度の周知徹底はもちろん、更なる町民の意識向上に
つながる施策や、燃やすごみの戸別回収についても
新たに調査研究を進めていくべきと感じました。

　生ごみ処理機などの普及・活用だけでなく、リサ
イクルやリユース事業も積極的に制度化されていた。
また、燃やすごみは戸別回収になっており、町民の
ごみに対する問題意識の高さが感じられた。

『ゼロ・ウェイスト』※の成果と現状・課題を学び、リサイクルの推進を図る

▪令和８年７月31日　　▪神奈川県葉
は

山
やま

町
まち

更なる循環型社会を目指して

本町の課題

※ゼロ・ウェイスト（Zero waste）とは
　ごみをゼロにすることを目標に、廃棄物を減らす環境社会

政策のことです。

立川国際中
等教育学校

HP

学習空間として進化する図書館

様々な形態の生ごみ処理機

葉山町
HP
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町　民　都市計画道路 赤岩新福寺線の開通で便
利になったが、危険な場所が増えた。

議　員　信号機等の設置は警察署との協議があ
るので、時間がかかります。

町の見解　人の流れが変わり、新たな危険箇所が
生じていることを認識しており、警察
署等の関係機関と連携し協議を行って
います。

町　民　防犯カメラの増設をお願いしたい。
議　員　設置費が高額なので、各住宅にも設置

できるよう補助金等の見直しを含め、
要望します。

町の見解　通学路や交差点などに設置し、自宅へ
の設置にも補助金を交付しています。
今後は条件等を見直し、幅広く活用で
きる制度を検討します。

町　民　用途と異なる土地の利用を防ぐため、
条例等の制定をお願いしたい。

議　員　ヤード等の防止条例などを含め、検討
します。

町の見解　令和８年10月に施行される県条例の周
知に努めます。他自治体の動向も注視
し、県や関係機関と連携して適正な対
応に努めます。

町　民　健康や環境、資源の循環などについて、若
い時から習慣づけたほうがいいのでは。

議　員　習慣をつけることは、健康や環境への
意識を育てる上で大切だと考えます。

町の見解　乳幼児健診等で保護者に健康への気付
きを促し、子どもが望ましい習慣を身
につけられるよう支援します。出前講
座の実施等も検討します。

令和８年７月５日、コスメ・ニスト千代田町プラザで町民との意見交換を行い
ました。寄せられたご意見を議員間で協議を重ね、両常任委員会による現地視
察を行いました。
さらに、一部を令和９年度予算要望として町執行部へ提出し、具体的な行動へ
とつなげました。ここでは皆さんから伺ったご意見の一部を報告します。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

＊関連記事P.18・19＊関連記事P.6

＊関連記事P.12

交通
安全

予算要望へ

防犯
カメラ

環境 健康
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町　民　大雨で道路が冠水する場所（第一三共
なかさと公園西側、赤岩信号西側）が
ある。

議　員　区長に要望し、対応してもらうことが
必要です。排水路は広域になるため時
間がかかります。

町の見解　大雨が降ると、側溝の排水が間に合わ
ず冠水します。土砂が堆積している場
合は、区長から清掃の要望書を出して
もらえれば、速やかに実施します。

町　民　町外に買い物に行っているので、自転
車等で行けるようにしてほしい。（商
業施設の誘致）

議　員　議会でも行政側に申し入れをします。
町の見解　食料品を扱うドラッグストア２店舗が

開店予定です。買い物環境の改善が期
待される一方、高齢化による、買い物
困難者の増加が見込まれます。関係部
署と連携し、対策を検討します。

町　民　町道・県道の街路樹が整備されておら
ず景観が悪い。「植木のまち」として、
きれいにしてほしい。

議　員　町も県に何度も要望していますが、県
から町への委託なども含め、お願いし
ています。

町の見解　町道の街路樹は造園業者に管理を委託
しています。県道は県の管理ですので、
適切な管理がしてもらえるよう、引き
続き要望します。

町　民　ごみステーションへの出し方が悪く、
小動物等に荒らされて困っている。

議　員　現状を確認し、対策するよう行政につ
なげます。

町の見解　生活環境委員と課題を共有し、分別・
排出方法を周知して、ルールの徹底に
努めます。

対話から始まる本町の未来対話から始まる本町の未来報 告

詳しくはこちら

詳しくはこちら

＊関連記事P.18

＊関連記事P.5・18・19

道路
冠水

店舗
誘致

街路樹

予算要望へ

生活
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▪令和８年９月７日　　▪町内 主要道路

安全・安心なまちづくりへ管 内
視 察

町民から指摘のあった危険箇所を担当課と確認する

研修内容
　都市計画道路の改良工事場所と事故多発交差
点の説明を受けた。また、冠水が指摘された休
泊川排水機場前や旧赤岩消防分署前の道路、県
道の雑草が繁茂した場所を確認した。

　都市計画道路の亀裂や段差による騒音や振動、
手押し信号交差点の事故多発。また、大雨時に
冠水する道路や、県道で雑草の繁茂により、交
通の妨げや見通しの悪い箇所がある。

本町の課題

委員会の視点
　都市計画道路は路盤面の改良工事の早期着工、
事故多発交差点は更なる注意喚起の標識や道路
標示が必要です。冠水箇所は排水機能の強化を、
県道の除草作業は県に強く要望します。今後も
町民や地域から出された課題や要望などを速や
かに現地確認していきます。

ごみステーション各地区の実情を知り、出し方の周知徹底を図る施策を考える

研修内容
　町内８か所のごみステーションを視察し、不
法投棄や分別違反、ルールの誤解、施設環境な
どの実態を確認し、カメラ設置を含む対策の必
要性を認識した。

　冊子やアプリなど、様々な方法でごみや資源
物の出し方の周知を図っているが、ごみステー
ションの美化に結びついていない。ルールを厳
守してもらうにはどうしたらよいか。

本町の課題

委員会の視点
　ごみステーションの不法投棄や分別違反の実
態を確認し、地域住民への周知と生活環境委員
との連携が重要と感じました。多言語看板や防
犯カメラ、環境美化、移設など、現場に応じた
実効性の高い対策を検討し、清潔で安心な地域
環境の維持に努めます。

管 内
視 察

▪令和８年９月15日　　▪町内 ごみステーション

ルールを守り、ごみの減量化と分別を

大
おお

谷
や

 光
てる

男
お

さん
（舞木15区）

大雨による冠水には、
対策が必要です。
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町長へ要望書を提出しました

議長・副議長・両常任委員長より町長へ９月30日提出

安全・交流・定住を支えるまちづくり
の推進

①案内看板の整備充実を図ること
町内の観光施設や公共施設を訪れる人が迷わず安
心して目的地へ向かえるよう、案内看板の整備・
充実を進めること。また、視認性が低下した案内
看板の更新を進めること。

②防犯カメラ・防犯灯の整備を拡充すること
安全・安心なまちづくりのため、防犯カメラ・防
犯灯の計画的な設置を進めるとともに、家庭用防
犯カメラ補助制度等の条件を緩和し、地域の実情
に応じた整備を図ること。

③お試し移住・体験移住を促進すること
移住・定住を促すため、本町での暮らしを実際に
体験できる「お試し移住・体験移住」の受入環境
を整備し、本町の魅力に触れる機会を広げること。

子育て環境の充実とごみ減量化に向け
て

①�草や剪定した枝等の搬入場所として「ちよ
だecoパーク」を追加すること
搬入場所を増やすことで資源ごみ回収量の増加に
つながり、燃やすごみの減量化を目指すこと。

②屋内遊戯場の創設をすること
雨天や夏の暑さ対策に民間施設を含め、屋内の遊
戯場を造ること。

③�学童保育を利用する子どもの昼食を支援す
ること
学校の長期休業時に利用されるご家庭ではお弁当
を持参しているので、給食費全額補助事業の対象
にすること。

●令和９年度予算要望書を町長へ提出 �
　議会では、町民との意見交換や議会報告会などで寄せられたご意見・ご要望をもとに、両常任委
員会で協議・整理を行い、来年度の予算に反映してもらいたい項目を「令和９年度予算要望書」と
してまとめ、町長へ提出しました。

総務産業常任委員会　要望事項 文教民生常任委員会　要望事項

分別してリサイクル推進

吉
よし

田
だ

 洋
ひろ

子
こ

さん
（赤岩11区）

視認性の低下した案内看板

坂
さか

本
もと

 直
なお

紀
き

さん
（赤岩３区）

イラスト入りにすると、
伝わりやすくなりますね。

「ちよだecoパーク」に
草木が搬入できるよう
になると助かります。
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議会を傍聴しませんか？

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

次回の定例会は、12月７日月～12月11日金の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

千
代
田
町
議
会
だ
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り

N
o.176

第３回臨時会、９月定例会
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委
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議　
長�

酒
巻　

広
明

今号の表紙  ～つながっている 未来へのパス～
第83回国民スポーツ大会の開催地として、群馬県が
正式決定されました。本町では「KAKINUMAアリー
ナ」にて、バスケットボールの競技が行われます。
この日もボールをつく音と、子どもたちの元気な声が、
整備される体育館に響いていました。未来の夢に向
かって、がんばれ「千代田っ子」！

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは上記二次元コードより

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取り組んで
います。これからも町民の声を聴き、
大河で届けていきます。町内で議
員のインタ
ビューを見
かけたら、
ご協力よろ
しくお願い
します。

あなたの声で
　　　議会が変わる

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

本町に移住した方を紹介します。自薦他薦問いません。
ぜひご応募ください。 ▼議会事務局TEL.86－7009

移住・定住
詳しくは
こちら

ちょうどいいね　ちよだぐらし移住した方大募
集

移住して10年

田
た

中
なか

 洸
こう

多
た

さん（福島12区）

奈
な

緒
お

さん

湊
みな

翔
と

さん（小学４年生）

朝
あさ

陽
ひ

さん（小学２年生）
家族構成：夫婦と子ども２人

移住した理由は？
　お互いの生活圏の中間地点だったことが、千代田
町を選んだきっかけです。

本町の良いところ、自慢するところ
　静かで広々とした環境と、温かいご近所付き合い
が魅力です。川せがきや町のイベントも、楽しみの
一つです。

こうしたら、もーっと良くなる千代田町
　猛暑や雨の日でも、子どもたちが安心して気軽に
遊べる施設があると嬉しいです。

移住を考える人に一言
　静かでのびのび暮らせて、人の温かさも感じられ
る町です。

WELCOME
MY   TOWN
CHI Y ODA
ようこそちよだ  Vol.17

のびのびのびのび
　暮らせる、　暮らせる、
　　温かい町　　温かい町
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